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Ⅰ はじめに 
 本州から 840km ほど南に位置する⼩笠原諸島の無人島「⻄之島」に、近年
注目が集まっている。従来から人手の介入がほとんどない⻄之島は火山島であ
り、39 年ぶりの 2013 年 11 月に噴火が確認され、それ以降噴火の活発化と低
下を繰り返していた1。また、2013 年の噴火活動によって従来の旧⻄之島と噴
火による新島が一体となったことで島の面積が拡大された。特に、この時期の
噴火によって島の生態系はほとんど消失し、そこから現在にかけて新たな生態
系が生成され続けている。 
 このように、2013 年以降の噴火によって生態系が消え去った⻄之島には新た
な生態系や自然環境が生成されている。新たな⻄之島にはあらゆる観点からの
学術的評価を見出せる価値があり、例えば、生態系が消え去った後のその場所
にどのような現象や過程を通じて新たな生態系が生成されるのかを観察できる
価値や、噴火現象がその地域の既存の生態系に対してどのような影響を与える
のかを観察できる価値などが挙げられる。そこで以下では、新たな生態系や自
然環境の現象や過程を観察できる、人為的影響が及ばない⻄之島の保全を目的
とするための残された課題とその提案を行う。 
 
Ⅱ 人為的影響が及ばない環境づくり 
 2013 年から 2015 年にかけての活発的な噴火によって一変した新たな⻄之島
は、人工物の持ち込みや人為的外来種の侵入等、人為的介入の無い「自然」の
環境となっている。この自然状態の⻄之島には、上記の通り新たな生態系の生
成過程や噴火現象が及ぼす影響等を観察できる学術的価値があるが、自然状態
を保全するためには人工物や人為的外来種等の人手の介入を防⽌することが求
められている。例えば、殺虫剤などの化学薬品が島に持ち込まれ使用されてし
まえば、生物濃縮などといった現象によってその場限りにとどまらない悪影響
を⻄之島に与えてしまうことが推測される。また、本来⻄之島に生息しない外
来種が人の手によって⻄之島に持ち込まれ、その外来種が⻄之島の環境に適応
してしまえば本来の自然的な生態系を破壊・かく乱させてしまう恐れが生じ
る。よって、この地球上においていまや稀である人為的影響が少ない⻄之島の



自然の環境を保全するために、⻄之島への人為的介入を防⽌することが求めら
れる。 

現在、⻄之島の調査や保全を担当する環境省などの関係組織は、⻄之島の環
境をかく乱させないための対策を行っている。その一例が、2019 年 9 月に行
われた環境省が専門家等と連携しての⻄之島の上陸調査において、⻄之島に係
る関係機関によって策定された「⼩笠原諸島⻄之島の保全のための上陸ルー
ル」が用いられたことである。具体的には、①⻄之島の生態系保全のために上
陸調査等については必要最⼩限度で行い、②調査で用いる備品は新品またはそ
れに準ずるものを用意し、冷凍や洗浄によって備品を清浄化しなくてはなら
ず、③上陸の際には荷物および人間に付着する外来種の要因となる要素の持ち
込み防⽌のための「ウェットランディング」2を行い、④上陸計画の過程で上陸
員は検疫を受けるなどの透明性の確保が定められている3。ウェットランディン
グや持ち込み物への配慮といったこの取組は、現状では後述する問題を除いて
外来種が発見させていないことから、人為的外来種の侵入の防⽌に対して効果
をあげているといえる。 

しかしながら、このような取組が行われている一方で、既に⻄之島の生態系
に外来種の侵入が確認されている。熱帯アフリカあるいは南アジア原産と推測
されるワモンゴキブリが 2012 年の調査で確認されており、噴火後の 2019 年の
調査においても発見されている4。これらのことから、このワモンゴキブリは
2013 年から 2015 年にかけての活発的な噴火のなかでも生存していた可能性が
あるとされ、人為的影響の少ない貴重な⻄之島にこれらの外来種が侵略的な影
響を及ぼすことが懸念されている。したがって、これ以上⻄之島への外来種の
侵入を許容しないためには以下の対策が必要であると考える。 

 
Ⅲ 周辺海域と⻄之島 
 ワモンゴキブリが⻄之島に侵入した理由については諸説挙げられているが、
ひとつの可能性として、⻄之島付近を航行中の漁船から島に侵入した可能性が
高いことが指摘されている。そして、漁船から侵入後もゴキブリがもつ高い生
命⼒と繁殖⼒から⻄之島噴火後でも生きながらえた可能性が排除できないと考
えられるため、私は前述の理由がかなり有⼒であると考える。よってここで
は、⻄之島に外来種が侵入することを防⽌するために、⻄之島周辺海域の漁船
などの上陸調査関係以外の⼲渉の制限の強化を検討すべきであると考える。具



体的には、主に⻄之島の周辺海域に接近する漁船や海上保安署等関係機関の船
舶の清浄化を義務付けることと、⻄之島の周辺海域への接近・航行を制限する
ことの二つが考えられる。しかしながら、前者は⻄之島周辺海域に接近する行
動を計画するたびに使用する船舶および使用・搭載する装備を逐一清浄化ある
いは新品の使用を行わなければならず、現実的であるとは到底いえない。その
点において、後者の⻄之島周辺海域への接近・航行の制限については、⽇本国
が保有する経済水域の利用という観点からは競合するが、前者と比べて制限が
現実的であると考えられる。海域の保安活動について⼩笠原諸島付近の海域を
担当する⼩笠原海上保安署では、主に海難防⽌安全指導や海難事故救難業務、
外国漁船取締業務や海洋環境保全業務を行っている5。そこで、⻄之島の周辺海
域への行動・航行制限について、⼩笠原海上保安署と環境省等⻄之島の保全に
係る関係機関が連携してこの規制政策を執り行うことが、⼩笠原諸島を担当す
る行政機関としての責務として現実的であると考えられる。 
 現代において、地球上ではあらゆる環境問題が頻発し続けておりもはや誰も
が無関係ではいられなくなっている。⽇本領域内に誕生した新⻄之島は、世界
的に見て非常に学術的価値が高く、これからの自然科学の解明に貢献されるこ
とが期待できる。よって自国の経済水域の利用に一定の制限を加えたとして
も、⻄之島の環境の保全を目指すことが有意義であるため、この⻄之島の保全
のための規制政策が妥当であるか検討されるべきである。 
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